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新し
ん
い
け
だ
い

池
台
遺
跡
発
掘
調
査
の
成
果
②

縄
文
時
代
前
期
の
お
墓

　

平
成
22
年
７
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
石
岡
市
東
石
岡
三
丁
目
に
お
い
て

新
池
台
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
縄
文
時
代
前

期
（
約
７
０
０
０
年
前
）
の
貴
重
な

成
果
が
判
明
し
た
の
で
前
回
に
引
き

続
き
、
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
、
紹
介
す
る
の
は
縄
文
時
代

前
期
の
お
墓
で
す
。
遺
体
は
土
の
中

で
腐
食
し
て
骨
ま
で
な
く
な
り
ま
す

が
、
な
ぜ
お
墓
と
解
っ
た
の
か
と
い

う
と
多
く
の
副
葬
品
が
出
土
し
た
か

ら
で
す
。
副
葬
品
と
は
、
亡
く
な
っ

た
人
と
一
緒
に
お
墓
の
中
に
埋
め
ら

れ
る
物
の
こ
と

で
、
玦

け
つ
じ
ょ
う
状
耳
飾

り
（
写
真
の
左

上
）
と
い
う
装

飾
品
や
管く

だ
た
ま玉
・

丸ま
る
だ
ま玉

と
言
わ
れ

る
玉
類
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

玦
状
耳
飾
り
は

本
来
ド
ー
ナ
ツ
型
を
し
て
い
て
、
一

部
を
欠
い
て
Ｃ
の
字
型
を
し
て
い
ま

す
。
今
回
出
土
し
た
も
の
は
、
二
つ

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
穴
が
あ
け

ら
れ
て
お
り
ペ
ン
ダ
ン
ト
と
し
て
再

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

管
玉
・
丸
玉
は
そ
の
名
の
通
り
、

管
状
や
丸
い
形
を
し
た
玉
で
こ
れ
も

装
飾
品
と
思
わ
れ
ま
す
。
石
の
種
類

は
、
耳
飾
り
と
管
玉
は
滑か

っ
せ
き石
で
、
丸

玉
が
琥こ

は
く珀
で
す
。
琥
珀
の
産
地
は
不

明
で
す
が
、
千
葉
県
の
銚
子
や
岩
手

県
の
久
慈
地
方
が
産
地
と
し
て
は
有

名
な
よ
う
で
す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
付

近
で
採
取
さ
れ
る
石
で
は
な
い
た

め
、
遠
路
は
る
ば
る
も
た
ら
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
手
に
入
り
に
く
い
も

の
を
惜
し
げ
も
な
く
埋
葬
し
て

し
ま
う
と
こ
ろ
に
縄
文
人
の
祈

り
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
宝
石
と
と
も

に
縄
文
時
代
前
期
の
土
器
も
出

土
し
て
い
ま
す
。
時
期
が
確
実

に
わ
か
る
お
墓
と
し
て
も
貴
重

な
発
見
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

  確認された土器と玉類

☆
11
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
☆

　

折
り
紙
教
室　

26
日
（
土
）　

 

午
後
１
時
30
分
～

　

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

　
　
　
　
　
　

   

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～

　

心
と
体
の
健
康
相
談
／
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

 　

                      

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～

　

日
本
語
教
室　

 

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
～

　

ち
り
め
ん
小
物  

第
１
・
３
土
曜
日

日
時　

毎
月
第
３
土
曜
日  

午
前
11
時
～
午
後
３
時

　
　
　

１
周
年
に
向
け
て
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
完
成
！

場
所　

香
丸
・
中
町
・
御
幸
通
り
の
参
加
店
前
、

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

内
容　

各
店
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
・

朝
市
・
割
引
セ
ー
ル
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
参
加
者
募
集
）

※
参
加
者
募
集
中
で
す
。
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
サ
ン
ド
市
」　

   

今
月
は
19
日
（
土
）
開
催
！

第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市

～
歴
史
の
風
に
ふ
か
れ
て

　

ま
ち
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
～

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

開
館
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
７
時　

休
館
日
：
木
曜
日

　

石
岡
市
国
府
３
─１
─16　
　

問
い
合
わ
せ　

☎
２
７
・
５
１
７
１

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い
側
）・

臨
時
駐
車
場
（
土
橋
通
り
）
を

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
７
日
（
月
）
～
13
日
（
日
）

　

写
真
か
と
思
う
ほ
ど
の
細
密
画
。
素
晴
ら
し
い
色

彩
と
絵
画
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
11
日
（
日
）
午
後
２
時
～

※
12
月
は
年
末
の
た
め
、
第
２
日
曜
日
に
変
更
に

な
り
ま
す
。
間
違
え
な
い
よ
う
に
来
館
く
だ
さ
い
。

「
ま
ち
か
ど
寄
席
」

ア
ト
リ
エ
ハ
ー
ト
タ
イ
ム

　
「
水
彩
画
と
色
え
ん
ぴ
つ
画
展
」

ギャラリー
日
時　

11
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
出
発

集
合
場
所　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
（
午
前
８
時
30
分
）

講
師　

長
谷
川　

功 

氏　
　
　
　
　
　

定
員　

50
名
（
要
予
約
）　

参
加
費　

５
０
０
円

　

プ
チ
紅
葉
を
探
し
、
八
幡
太
郎
義
家
の
足

跡
、
幕
末
天
狗
党
と
新
撰
組
の
動
き
、
製
紙

業
や
醸
造
業
の
栄
枯
盛
衰
に
思
い
を
巡
ら
せ

な
が
ら
、
東
大
橋
の
自
然
（
生
板
池
、
香
取
神
社
の
巨
木
な

ど
）
や
歴
史
遺
跡
を
訪
ね
ま
す
。

「
東
大
橋
散
歩
」

ル
ネ
ッ
散
歩
…
石
岡
再
発
見

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状

日
時　

11
月
16
日
（
水
）・
20
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

定
員　

各
５
名
（
要
予
約
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
で
、
マ
イ
年
賀
状
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？
パ
ソ
コ
ン
に
不
慣
れ
な
人

で
も
大
丈
夫
で
す
。
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▪
童
謡
…
午
前
11
時
40
分
～

◉
バ
ザ
ー
（
陶
芸
・
洋
裁
作
品
）

・
午
前
10
時
30
分
～

◉
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
お
茶
席
）

・
午
前
10
時
～

27
日
（
日
）

◉
作
品
展
示

・
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

◉
実
技
発
表

・
午
前
10
時
～
11
時
50
分

▪
オ
カ
リ
ー
ナ
…
午
前
10
時
～

▪
竹
桐
会
…
午
前
10
時
30
分
～

▪
民
謡
…
午
前
11
時
～

▪
フ
ラ
ダ
ン
ス
…
午
前
11
時
20
分
～

◉
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
囲
碁
）

・
午
前
10
時
～ 

【
日
時
】11
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）

【
場
所
】
東
地
区
公
民
館

【
内
容
】
公
民
館
同
好
会
会
員
と
公

民
館
講
座
受
講
生
に
よ
る
作
品
展

示
・
実
技
発
表

【
日
程
】

26
日
（
土
）

◉
作
品
展
示

・
午
前
９
時
～
午
後
４
時

◉
実
技
発
表

・
午
前
10
時
20
分
～
11
時
50
分

▪
小
学
生
バ
ラ
エ
テ
ィ
教
室
に

よ
る
ズ
ン
バ
…
午
前
10
時
20
分
～

▪
太
極
拳
…
午
前
10
時
40
分
～

▪
す
み
れ
コ
ー
ラ
ス
…
午
前
11
時
～

▪
フ
ラ
ダ
ン
ス
…
午
前
11
時
20
分
～

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
11
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
５
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

《
11
月
の
お
は
な
し
会
》

・
19
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

中
央
公
民
館 

和
室

《
11
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
12
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も

30
分
程
度
で
す
。興
味
の
あ
る
人
は
、

お
出
で
く
だ
さ
い
。

☎
２
４
・
１
５
０
７

【休　館　日】

   5・ 12 
 19・23
 　　26
 29 ～ 31

12 月11 月
 ３・  ７
14・21
23・24
　　28 

《
読
み
聞
か
せ
講
座
》

　
　
　
　

～
参
加
無
料
～

　

様
々
な

メ
デ
ィ
ア

で
取
り
上

げ
ら
れ
て

い
る「
フ
ァ

ザ
ー
リ
ン

グ
・
ジ
ャ

パ
ン
」。
仕
事
も
育
児
も
楽
し
く
両

立
す
る
２
人
の
「
イ
ク
メ
ン
パ
パ
」

が
、
親
子
で
楽
し
め
る
絵
本
ラ
イ
ブ

を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、参
加
く
だ
さ
い
。

★
日
時 

11
月
26
日
（
土
）

　
　
　

  

午
後
２
時
～
４
時

★
場
所 

中
央
図
書
館 

３
階 

読
書
室

★
講
師 

田
中 

尚
人 

氏

　
　
　

  

高
橋 

祥
彦 

氏

　
　
　
　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

フ
ァ
ザ
ー

　
　
　
　

  

リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
）

★
内
容  

・
読
み
聞
か
せ
ラ
イ
ブ

・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
体
験 

な
ど

★
対
象  

父
親
と
子
ど
も

※
家
族
も
入
場
で
き
ま
す
。

《
イ
ク
メ
ン
パ
パ
の
絵
本
ラ

イ
ブ
★
》
～
参
加
無
料
～

　

小
学
校
や
幼
稚
園
で
読
み
聞
か
せ

を
し
て
い
る
、
保
護
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
向
け
に
、
絵
本
の
選
び

方
や
作
品
を
活
か
す
読
み
方
な
ど
、

読
み
聞
か
せ
の
基
礎
を
提
案
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

♥
日
時
（
木
曜
日 
全
３
回
）

　

11
月
17
日
・
12
月
１
日
・
８
日　

　

午
後
１
時
～
３
時

♥
場
所 

中
央
図
書
館 

３
階 
読
書
室

♥
講
師 

小
貫 

三
佐
子 

氏　

　
　
　
（
絵
本
講
師
、
子
ど
も
の
本

　
　
　

  

研
究
会
会
員
）

♥
内
容　

【
第
１
回
】

・
本
選
び
の
基
本
的
な
考
え
方

・
こ
ん
な
時
に
こ
ん
な
本

【
第
２
回
】

・
絵
本
を
じ
ょ
う
ず
に
読
む
に
は
？

・
読
み
聞
か
せ
会
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

立
て
方

【
第
３
回
】

・
実
際
に
み
ん
な
の
前
で
絵
本
を
読
む

♥
対
象 

読
み
聞
か
せ
活
動
を
し
て

い
る
人
や
関
心
の
あ
る
人

♥
定
員 

30
人
（
原
則
と
し
て
３
日

間
参
加
で
き
る
人
）

♥
申
込
期
間

　

11
月
１
日
（
火
）
～
16 
日
（
水
）

※
休
館
日
を
除
く
。

♥
申
込
方
法 

中
央
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

11 月 26 日・27 日

東地区公民館 

　  まつり

❖問い合わせ　東地区公民館　☎ 26-6503
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ハーモニーコーナー

か
が
や

き
の
　未

来を拓
ひ ひ

く

　男
ひ

ひ
ひ
女 ひ
ひ

さ
わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
大
柴
さ
ん
に
よ
る

　
　
　

公
開
講
演
会
を
開
催

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
市
役
所
１
階 

相
談
室
（
毎
週
木
曜
日
）

＊
八
郷
総
合
支
所
１
階 

相
談
室
（
今
月
は
11
月
22
日
（
火
））

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
先　

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

午後1時30分
  　　　　～4時

女
性
の
た
め
の

 

困
り
ご
と
相
談

市
で
は
、
第
３
回
「
さ
わ
や
か

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
公
開
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
講
師
は
、
独
特
の
雰
囲
気

を
か
も
し
出
す
、
皆
さ
ん
お
馴
染
み

の
ル
ー
大
柴
さ
ん
を
迎
え
、
英
単
語

交
じ
り
の
独
特
の
″
ル
ー
語
〟
を
用

い
な
が
ら
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
自

ら
の
半
生
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お

講
師

：
ル

ー
大

柴
　

さ
ん

　
　

　
　

　
　

　
　

1
9
5
4
年

生
ま

れ
（
5
7
歳

）
東

京

都
出

身
。
　

海
外

経
験

が
豊

富
で
，

最
近

で
は
「

環
境

保
護

活
動

」
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
わ

や
か

ハ
ー

モ
ニ

ー
セ

ミ
ナ

ー
公

開
講

演
会

　

人
生

マ
ウ

ン
テ

ン
（

山
）

あ
り

　
バ

レ
ー

（
谷

）
あ

り

出
で
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

11
月
20
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分 

開
場

　
　
　

午
後
２
時 

開
演

◆
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ

ま
わ
り
の
館 

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

◆
定
員　

２
０
０
名

※
全
席
自
由
で
、
先
着
順
で
す
。

◆
入
場
料　

無
料

講師：ルー大柴 さん

市
で
は
、
計
画
書
等
を
策
定
す
る

際
な
ど
、
政
策
立
案
の
場
へ
女
性
登

用
を
促
進
す
る
た
め
「
石
岡
市
女
性

人
材
登
録
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
に
よ
り
登
録
し
た
人

は
、
市
の
設
置
す
る
審
議
会
な
ど
の

委
員
候
補
に
な
り
ま
す
。
あ
な
た
の

持
つ
経
験
を
、
市
政
に
生
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者

・
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
、
市
内

の
団
体
に
加
入
の
18
歳
以
上
の
人

・
各
種
分
野
で
の
有
資
格
者
や
活
動

実
績
の
あ
る
人

■
登
録
方
法　

申
込
書
に
記
入
の
う

え
、
企
画
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.city.ishioka.lg.jp/

）

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
３
７
）

女
性
人
材
登
録
制
度
を

　
　
　
　
　

利
用
く
だ
さ
い

1954 年生まれ 東京都出身
海外経験が豊富で、最近では「環境
保護活動」にも取り組んでいる。

訪
問
買
取
・

  

押
し
売
り
に
要
注
意
!!

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

カ
ニ
や
果
物
の
産
地
を
か
た
っ
た

訪
問
販
売
や
、
電
話
勧
誘
販
売
に
よ

る
強
引
な
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
〝訪
問
買
取
〟
と
い
う
新
し

い
手
口
の
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。

【
押
し
売
り
の
手
口
】

・
ミ
カ
ン
や
リ
ン
ゴ
な
ど
…
産
地
か

ら
来
て
い
る
と
い
い
、同
情
を
誘
う
。

・
マ
グ
ロ
や
カ
ツ
オ
の
訪
問
販
売
…

見
る
だ
け
の
つ
も
り
が
買
わ
さ
れ
た
。

・
カ
ニ
や
ホ
タ
テ
の
電
話
勧
誘
…
電

話
の
内
容
と
全
然
違
う
物
が
届
い
た
。

【
問
題
点
】

・
試
食
品
は
お
い
し
い
が
、
購
入
し

た
も
の
は
傷
ん
で
い
た
り
味
が
悪
い
。

・
値
段
を
は
っ
き
り
言
わ
な
い
。
高

額
な
の
で
断
る
と
す
ご
ま
れ
た
！

・
断
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

送
り
つ
け
て
く
る
。

・
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
電
話
を
か

け
た
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

▫
試
食
を
し
た
り
商
品
を
見
せ
て
も

ら
う
と
断
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

▫
玄
関
の
ド
ア
は
開
け
な
い
で
、
は

っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

▫
訪
問
販
売
（
現
金
取
引
で
３
０
０
０

円
以
上
の
場
合
）
や
電
話
勧
誘
販
売

で
購
入
し
た
食
品
も
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

《
訪
問
買
取
の
手
口
》

例
「
不
要
な
着
物
は
な
い
か
」
と
い

う
電
話
が
女
性
か
ら
あ
り
、
そ
の
後

訪
問
し
て
き
た
男
性
に
着
物
を
見
せ

た
が
「
貴
金
属
を
見
せ
て
」
と
言
っ

た
の
で
断
っ
た
。
し
つ
こ
く
言
わ
れ

た
の
で
見
せ
る
だ
け
の
つ
も
り
が
着

物
と
一
緒
に
貴
金
属
も
安
く
買
い
取

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

＊
業
者
が
訪
問
す
る
形
態
で
も
、
買

い
取
り
の
場
合
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
）

☎
２
２
・
２
９
５
０ 

月
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時
30
分
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総　

社　

諏
訪
ハ
ツ
エ

病
み
し
時
子
が
枕
辺
に
積
み
く
れ

し
本
な
り
今
は
時
か
け
て
読
む

　
　
　
　
　

     　

茨　

城　

鈴
木　
　

緑

連
日
の
高
校
球
児
の
甲
子
園
猛
暑

の
日
々
を
し
ば
し
忘
れ
る

　
　
　
　
　

     　

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

訪
れ
し
施
設
に
集
ふ
老
い
人
と
共

に
唄
へ
ば
母
し
思
ほ
ゆ

　
　
　
　
　

     　

東
石
岡　

長
谷
部
ミ
イ

散
歩
な
ど
し
て
は
お
ら
れ
ぬ
朝
露

に
湿
る
庭
草
今
が
抜
き
ど
き

　
　
　
　
　

     　

井　

関　

木
間
塚
具
子

週
一
度
親
孝
行
の
真
似
を
す
る
次

は
何
時
来
る
母
は
問
う
な
り

　
　
　
　
　

     　

山　

崎　

鈴
木　

君
江

放
射
線
害
に
な
ら
ぬ
と
知
ら
さ
れ

て
よ
う
や
く
安
堵
す
米
の
出
荷
を

　
　
　
　
　

     　

柴　

内　

羽
生　
　

俊

新
首
相
よ
頼
み
ま
す
大
震
災
原げ

ん発

事ぱ

つ故
の
被
災
者
に
安
ら
ぎ
と
希
望

を
し
か
と

　
　
　
　
　

     　

山　

崎　

荒
井　

幸
子

蒔
き
し
ば
か
り
の
菜
園
の
様
子
い

と
お
し
み
十
五
夜
の
月
た
よ
り
に

水
撒
く

　
　
　
　
　

     　

東
成
井　

小
島　

せ
ん

も
の
言
は
ね
ど
戦
争
中
に
引
き
回

さ
れ
形な

り

損
ふ
と
こ
の
古
箪
笥

　

老
い
の
手
習
い

　
　
　
　
　
　
　
　

お
に
沢　

知
子

　
「
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
」

に
、
パ
ソ
コ
ン
と
無
縁
の
私
は
い
つ

も
歯
が
ゆ
い
思
い
で
い
た
。

　

毎
年
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
年
賀
状
を

制
作
さ
れ
る
知
人
も
羨
ま
し
い
。

　

市
主
催
の
「
Ｉ
Ｔ
基
礎
技
能
講
習

会
」参
加
か
ら
十
年
に
も
な
る
。「
習

う
よ
り
慣
れ
」
と
言
わ
れ
た
が
、
当

時
、
高
価
な
パ
ソ
コ
ン
に
運
転
免
許

取
得
の
時
ほ
ど
の
“
必
要
性
”
は
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

先
の
無
い
八
十
歳
を
目
前
に
先
ず

パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
ー
一
式
を
購

入
。「
お
孫
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
で

す
か
？
」
と
店
員
さ
ん
。

　
「
閉と

じ
る
年
だ
」
と
呆あ

き

れ
る
夫
に

は
「
病
院
も
探
せ
る
し
、
碁
の
対
局

も
」
等
々
利
点
を
強
調
す
る
。

　

ガ
リ
板
に
始
ま
り
、和
文
タ
イ
プ
、

ワ
ー
プ
ロ
の
私
の
ワ・
・
・
・

ー
ド
歴
に
、
今

後
パ
ソ
コ
ン
が
加
わ
る
。

　

薄
い
こ
の
機
械
に
膨
大
な
機
能
が

組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
く
が
、
そ

の
入
口
し
か
覗の

ぞ

け
な
い
だ
ろ
う
と
思

う
と
、
残
念
で
は
あ
る
。

　

分
厚
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
に
は
、
難

解
な
パ
ソ
コ
ン
用
語
が
並
ぶ
。

　

霞
む
目
に
薬
を
差
し
、
震
え
る
手

で
マ
ウ
ス
を
握
る
と
、
画
面
を
矢・
・印

が
駆
け
回
り
…
。

　
　
　
　
　

 　

  

府　

中　

山
口　

文
子

枯
れ
な
が
ら
朝
顔
の
花
清
く
咲
き

蔓
の
先
に
は
種
を
も
ち
そ
む

　
　
　
　
　

   　

総　

社　

一
色
し
の
ぶ

葛
切
り
や
さ
ら
り
と
流
す
胸
の
内

　
　
　
　
　

  　

 

若　

松　

城
下　
　

稔

ひ
た
む
き
に
生
き
て
今
あ
る
蝉
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　

   　

三　

村　

今
泉　

し
げ

力
ま
ず
に
生
き
ゆ
く
つ
も
り
秋
涼
し

　
　
　
　
　

   　

東
光
台　

森　

ま
さ
え

老
い
て
な
ほ
汗
ぬ
ぐ
う
手
の
泥
ま
み
れ

　
　
　
　
　

   　

若　

松　

石
塚　

た
か

ミ
ー
ン
ミ
ン
ミ
ン
ミ
ー
遠
く
に
ゆ

き
し
父
母
の
声

　
　
　
　
　

   　

茨　

城　

伊
藤　
　

誠

壊
さ
れ
し
仏
壇
新
た
秋
彼
岸

　
　
　
　
　

 　

  

柿　

岡　

平　

由
紀
子

語
り
か
け
父
祖
に
供
へ
し
を
み
な

へ
し

　
　
　
　
　

   　

下　

林　

鈴
木　

邦
翠

鐘
つ
き
て
静
寂
を
や
ぶ
る
秋
の
寺

　
　
　
　
　

   　

柿　

岡　

松
田
と
く
子

曼
珠
沙
華
咲
く
道
抜
け
て
観
音
へ

　
　
　
　
　

 　

  

山　

崎　

荒
井　

栗
山

ゆ
く
り
な
く
秘
仏
を
拝
む
秋
意
か
な

　

文
芸
い
し
お
か

●
第
44
回
石
岡
市
文
化
祭

　
　

市
文
化
協
会 

会
長 

内
山 

侑
一

　

本
年
度
も
「
石
岡
市
文
化
祭
」
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
、

44
回
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
支
援
の
お

か
げ
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
石
岡
大
正
琴
愛
好
会

・
大
正
琴
初
心
者
講
座
…
受
講
者
募
集

【
日
時
】
11
月
12
・
26
日
、
12
月
３
・

17
日
の
土
曜
日

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
場
所
】
府
中
地
区
公
民
館

【
費
用
】
無
料

※
貸
琴
が
あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

沖
田
☎
２
４
・
０
５
８
８

●
八
郷
養
菊
会

・
菊
花
品
評
会
・
展
示
会

【
日
時
】11
月
８
日（
火
）～
16
日（
水
）

 

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

【
場
所
】
中
央
公
民
館
・
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ

植
木
☎
４
３
・
０
１
２
３

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

　
「
始
め
た
時
が
“
始
め
ど
き
”」
と

優
し
い
初
心
者
教
室
の
先
生
や
隣
の

若
家
族
の
助
け
で
や
っ
と
入
門
で
き

た
“
物
好
き
婆ば

あ

”
は
、
今
「
パ
ソ
コ

ン
ゲ
ー
ム
」
に
は
ま
っ
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
　

 

総　

社　

鈴
木　

虚
心

気
候
変
調　

毎
日
猛
暑

　

日
本
ど
う
な
る　

地
震
国

　
　
　
　
　

     

府　

中　

稲
田　

す
み

猛
暑
酷
暑
は　

乗
り
切
る
つ
も
り

　

残
り
少
な
い　

我
が
余
生

　
　
　
　

   　

       

貝　

地　

前
島
く
に
子

若
い
カ
ッ
プ
ル　

膨
ら
む
胸
を

　

木
陰
そ
よ
そ
よ　

愛
の
風

　
　
　
　

  　

        

東
石
岡　

小
野　

芋
子

世
界
制
覇
の　

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン

　

日
本
女
性
の　

底
力

   　
　
　
　
　
　

   

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

悲
劇
飲
み
込
み　

百
日
経
っ
て

　

岸
に
寄
せ
来
る　

土
用
波

　
　
　
　
　
　

 

下　

林　

白
井
冨
喜
江

残
暑
厳
し
い　

道
路
の
工
事

　

汗
と
根
性
に　

た
だ
感
謝

　
   　

　
　
　
　

川　

又　

関　
　

清
志

見
た
い
日
光　

世
界
の
遺
産

　

見
た
か
聞
い
た
か　

語
れ
る
か

　
　

   　
　
　

    

南
台　

月
乃
香
倶
耶
姫

残
暑
い
つ
ま
で　

眠
れ
ぬ
夜
も

　

耳
を
澄
ま
せ
ば　

虫
の
声

　
　
　
　

  　

     
若　

松　

川
崎　

洋
子

指
で
数
え
る　

残
り
の
課
題

　

親
子
ゲ
ン
カ
の　

夏
の
午
後

　
　
　
　
　
　

   

杉　

並　

助
川　

浩
史

あ
の
日
あ
の
春　

宮
城
の
磯
で

　

群
れ
て
鳴
い
て
た　

浜
千
鳥

   

俚　

 

謡

短　
　

歌
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　　　　　　　　　　　　 下　林
元気いっぱい!! 毎日愛らしい笑顔で
たくさんの幸せを運んでくれます♪
パパとママから　元気にすくすく大
きくな～れ♥　

大村　春
はるたろう

汰郎ちゃん（１歳３か月）  ▼

わが家の

　わが家のアイドル（小学生未
満）を募集しています！お子さ
んの成長の記念にいかがです
か？掲載を希望する人は、秘書
広聴課へ連絡ください。
 ● 問い合わせ　秘書広聴課
     ☎ 23-1111（内線 213）

　　　　　　　　　　　　下　林
いたずら大好き、ごはん大好き。
元気いっぱい琉依翔です。
パパとママから　毎日、たくさん
の笑顔をありがとう♥

関　琉
る い と

依翔ちゃん（９か月）

▼

アイドル

平成 24 年１月８日 ◆ 成人式開催 ◆
　

市
で
は
、
新
成
人
の
門
出
を

祝
し
、
ま
た
成
人
の
日
を
記
念

し
て
成
人
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

人
で
、
12
月
中
旬
に
な
っ
て
も
成
人

式
の
通
知
が
届
か
な
い
場
合
は
、
生

涯
学
習
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

♥
申
し
込
み
に
必
要
な
内
容

▪
成
人
者
の
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）

▪
生
年
月
日　

▪
性
別

▪
卒
業
中
学
校
名

▪
世
帯
主
（
親
元
）
の
住
所
・
氏
名

▪
電
話
番
号

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　

〒
３
１
５-

０
１
９
５

　

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０
番
地
１

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
２
３
７
）

☀
会
場　

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

　
　
　
　

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

☀
部
門
（
７
部
門
）

▪
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
美
術
工

芸
・
書
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン

　

■
問
い
合
わ
せ　

　
　

生
涯
学
習
課 

　
　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
３
５
）

　

第
52
回 

石
岡
市
美
術
展
を
開
催

し
ま
す
。
日
本
画
や
写
真
な
ど
、
市

民
の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
来
場

く
だ
さ
い
。

　
☀
日
時

▪
11
月
16
日
（
水
） 

～
20
日
（
日
）

▪
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
最
終
日
は
、
午
後
３
時
ま
で
）

◆
日
時　

平
成
24
年
１
月
８
日（
日
）

 

・
受
付　

午
後
０
時
20
分

 

・
式
典　

午
後
１
時　

◆
会
場　

石
岡
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

◆
対
象
者　

平
成
３
年
４
月
２
日
～

　

平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

　

対
象
者
で
、
市
内
に
住
民
登
録
が

あ
る
人
に
は
成
人
式
の
通
知
が
届
き

ま
す
が
、
市
外
に
転
出
し
た
人
に
は

通
知
は
届
き
ま
せ
ん
。

　

転
出
し
た
人
で
、
石
岡
市
の
成
人

式
に
出
席
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話

ま
た
は
官
製
ハ
ガ
キ
で
12
月
８
日

（
木
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る

● 11 月 16 日～ 20 日●

 石岡市美術展開催


